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2007 年度  第 47 回  ACC CM フェスティバルにおける受賞のお知らせ 

 

株式会社電通テック(松井達二社長)が制作したテレビ CM が、2007 年度  第 47 回  ACC 

CM フェスティバル※注のテレビ CM 部門における「テレビ ACC ゴールド」「テレビ ACC シルバー」

「テレビ ACC ブロンズ」を受賞した。 

受賞作品については次の通り。 

 

 

 
【テレビ ACC ゴールド】  

 

 
◆  広 告 主 ： サントリー株式会社  

商 品 名 ： DAKARA 

題 名 ： 「食事のバランス」篇 /「送別会」篇 /「改・スープ」篇 /「改・夜ふかし」篇  

秒 数 ： 15 秒×4 

広 告 会 社 ： 株式会社電通  

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック  
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【テレビ ACC シルバー】 

 

◆ 広 告 主 名 ： 大日本除虫菊株式会社 

商 品 名 ： 蚊に効くカトリス 

題 名 ： 夫婦 

秒 数 ： 15 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通 関西支社 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 関西支社 

 

◆ 広 告 主 名 ： 福岡市 福岡市教育委員会 

商 品 名 ： 人権尊重週間・インターネットによる人権侵害 

題 名 ： 黒板  

秒 数 ： 45 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通九州 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 福岡支社/株式会社ハット/ 

株式会社ビデオステーションキュー 

 

◆ 広 告 主 名 ： サントリー株式会社 

商 品 名 ： DAKARA 

題 名 ： 「改・食事+送別会」篇  

秒 数 ： 30 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 

 

 

 

【テレビ ACC ブロンズ】 

 

◆ 広 告 主 名 ： 株式会社大和証券グループ本社 

商 品 名 ： リテール 

題 名 ： 「いけますか？」篇（国債） 

秒 数 ： 30 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通/株式会社タグボート 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 
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◆ 広 告 主 名 ： 味の素株式会社 

商 品 名 ： ほんだし 

題 名 ： 秋・キャッチボール改訂（全国）篇  

秒 数 ： 60 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 

 

◆ 広 告 主 名 ： 株式会社大和証券グループ本社 

商 品 名 ： リテール 

題 名 ： 「華がある」篇（株券電子化）＜改訂 URL＞/ 

「軽くファン」篇（ダイワ・ダイレクト）＜改訂 URL＞/ 

「仕事したね」篇（ポイントプログラム）＜改訂 URL＞/ 

「好きなんだけども」篇（ライフハーモニー）＜改訂 URL＞ 

秒 数 ：  30 秒×4 

広 告 会 社 ： 株式会社電通/株式会社タグボート 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 

 

◆ 広 告 主 名 ： 株式会社スカイパーフェクト・コミュニケーションズ 

商 品 名 ： SKY PerfecTV！ 企業  

題 名 ： 「蛇口」篇  

秒 数 ： 30 秒  

広 告 会 社 ： 株式会社電通 

制 作 会 社 ： 株式会社電通テック 

 

以上  

 

 

※ACC CM フェスティバル 

明日を見据えた優れたラジオ、テレビ CM を選び、これらを賞揚するとともに、わが国の CM 文化史

として後世に残すことを目的に、社団法人全日本シーエム放送連盟（通称 ACC）が主催する広

告賞。1961 年の創設以降、毎年 1 回開催されている。47 回目となる今年は 2,727 点 （テレビ

1,936 作品、ラジオ 791 作品）の応募があり、9 月 6～7 日、13～14 日の 4 日間にわたって全国

審査が行われた。 

作品を表彰する作品賞の最高賞である「ACC グランプリ（総務大臣賞 ）」、「ACC ゴールド」、

「ACC シルバー」、「ACC ブロンズ」、「ACC ファイナリスト」等で構成され、個人を表彰する「特別

賞」、また、ジャーナリストが選定する「ジャーナリスト賞」がある。 

入賞作品の贈賞式は、2007 年 11 月 1 日（木）に行われる予定。 


